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新潟米マンスリーレポート 

（令和３年１月号） 

≪今月の特集①≫ 

 

 

 

１ 主な運用の変更点 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 県枠の取扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和３年度の県枠概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 国の予算成立まで変更の可能性があります 

 

令和３年度産地交付金の概要について 

① 県枠の拡大 

  県枠の割合を令和２年度の 1.5割以上から、原則として 2割以上に拡大 

② 高収益作物等拡大加算の単価の引き上げ 

  30,000円/10aから 35,000円/10aに増額 

③ 醸造用玄米を加工用米、米粉用米として認める措置を廃止 

 （※ 輸出用日本酒原料となる醸造用玄米を新市場開拓用米として認める措置は継続） 

① 加工用米・新市場開拓用米の複数年契約については、産地と実需者の連携による

安定的な供給体制の構築を支援する観点から、令和元、２年契約分を継続して支援

するとともに、令和３年の新規契約も対象とします。 

② また、非主食用米のうち、相対的にインセンティブが低い飼料用米及び WCS用

稲については、生産性向上に係る取組を新たに支援します。 

③ なお、加工用米の複数年契約の取組については、令和２年度の運用と同様、県内

実需との複数年契約を優先的に支援します。 
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 【飼料用米・WCS用稲の生産性向上取組支援について】 

 ○ 要件：以下の取組メニューのうち、２つ以上の取組を行った場合支援します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 取組メニューは、国との協議の結果等により、今後変更される可能性があります 

 

３ 地域協議会への配分 

  県枠の拡充に伴い減少していますが、市町村別目安に基づき、主食用米から非主食用米

への転換を進めた場合、令和３年度の配分額は、全ての地域協議会が令和２年度の 110%

以上となるように配分されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域協議会ごとに、転換作物拡大加算等に積極的に取り組み、産地交付金を確保

しましょう。 

○ 「転換作物拡大加算」「高収益作物等拡大加算」に取り組む際には、地域農業再

生協議会ごとに、令和３年度の「転換作物拡大計画」を２月 17日までに県に提出

してください。 
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≪今月の特集②≫ 

 

 

国は、令和２年度３次補正予算において、非主食用米等に対する支援を拡充しました。これ

らの制度を有効に活用し、主食用米から非主食用米への転換を図りましょう。 

 

１ 「新市場開拓に向けた水田リノベーション事業」 

「水田リノベーション産地・実需協働プラン」に基づいた以下の取組を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非主食用米等への転換に対する国の支援について 
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２ 「麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクト」 

麦・大豆の団地化・生産性の向上に向け、「麦・大豆産地生産性向上計画」を作成して行

う、以下の取組を支援します。 
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(１)一般コシヒカリ 

11月時点の２年産一般コシヒカリの販売比率

は、前年比４ポイント減の18％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２）魚沼コシヒカリ 

11月時点の２年産魚沼コシヒカリの販売比率

は、前年比１ポイント減の20％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

新潟米の販売状況 
 

 概況   令和２年 11 月末時点の２年産新潟米の販売比率は前年を下回っており、民間在庫は

前年同期から 2.3 万トン増加している。また、相対取引価格は前年同期に比べ、新潟一般

コシヒカリが 60kgあたり 350円下回り、魚沼コシヒカリが 922円下回っている。 

販売比率 
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(１)新潟米 

11月時点の新潟米の民間在庫(うるち米)は、

前年同月から23千トン増の329千トンとなり、前年

を17か月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)全国 

11月時点の全国の民間在庫(うるち米)は、前

年同月から31万トン増の346万トンとなり、前年

を15か月連続で上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

在庫状況 

民間在庫の推移（うるち米） （単位：新潟米は玄米千トン、全国は玄米万トン）

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

59 35 214 309 306 281 259 224 186 157 139 122

0 1 194 293 294 273 253 219 183 155 137 120

58 34 19 16 12 8 6 4 3 2 1 1

85 54 225 327 329

0 0 189 299 305

84 53 36 28 24

99 79 161 294 315 318 295 266 233 204 178 154

0 10 115 255 283 294 276 250 221 193 169 146

95 66 43 34 25 16 12 9 7 5 4 3

119 101 190 324 346

0 12 123 267 297

112 84 61 51 41

注：１　出荷段階及び販売段階における水稲うるちもみ及び水稲うるち玄米（醸造用玄米を含む。）の月末在庫量（玄米換算）の値である。

　　２　出荷段階は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の玄米仕入量が

      500トン以上）である。

　　３　販売段階は、米穀の販売の事業を行う者（年間の玄米仕入量が4,000トン以上）である。

元/２
元 年 産 米

1年 古 米 (30年 産 )

元/２

２ 年 産 米
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1年 古 米 (30年 産 )
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２/３

資料： 農林水産省「米に関するマンスリーレポート」
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(１)一般コシヒカリ 

12月時点の一般コシヒカリの相対取引価格 

(１等)は、前年同月に比べ 573 円下回り、

16,761円(玄米60kg、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

12月時点の魚沼コシヒカリの相対取引価格 

(１等)は、前年同月に比べ 345 円下回り、

20,437円(玄米60kg、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対取引価格 
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(１)一般コシヒカリ 

12 月時点の一般コシヒカリの小売価格は、前

年産を下回っており、前月比▲36円の 2,126円 

（５kg袋販売時換算、税込）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)魚沼コシヒカリ 

12 月時点の魚沼コシヒカリの小売価格は、前

年産を下回っており、前月比▲85円の2,580円 

(５kg袋販売時換算、税込)となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小売価格 

(POSﾃﾞｰﾀ) 

発行元：新潟県農林水産部農産園芸課 

ＴＥＬ：０２５－２８０－５２９５ 

ＵＲＬ：https://www.niigatamai.info 

編集後記～今年もよろしくお願いします～ 

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします！ 

今月は２児の母に代わり、採用１年目、南魚沼市出身の Sがお送します。 

さて、皆様はお正月いかがお過ごしでしたでしょうか？今年は新型コロナウイルス感染症の影響も 

あり、家で過ごした人も多いのではないでしょうか。私も実家で米とお餅をひたすら食べてテレビを 

見る典型的な『寝正月』を過ごし、３ｋｇも太ってしまいました… 

お米のおいしさを改めて実感するとともに運動することを決意したお正月となりました。 

たくさん食べてたくさん運動して、健康な体を維持しましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売状況 

契約状況 



契約比率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


